
 

宗 開 管 れ 永
） 基 主 て 源 東
と と 圓 お 寺 境
云 伝 澄 り （ 町 市 市 公 地
う わ に 、 通 児 議 議 民 区
お る よ 比 称 山 会 会 館 長
寺 。 り 叡 「 に 議 議 長
が 開 西 山 赤 、 員 員
あ 基 暦 延 門 曹
り 当 8 暦 寺 洞 新 前 近 永
ま 時 0 寺 」 宗 村 田 藤 田
す は 8 第 と 東 健 秀 良 俊

。 天 年 二 呼 境 治 文 矢 正
台 に 世 ば 山

邪 神 が 4 縁 は の か 読 伝 記 歴 す 伝 こ う 幼 た 立 か
那 殿 創 7 祖 起 「 話 す で 記 載 1 。 記 の 」 い 。 ち つ
美 は 設 年 母 」 加 を も き に し 8 こ 」 永 の 頃 寺 、 て
命 「 し ） 神 と 藤 ご の ま よ た 2 の と 源 鳴 の の 遠 は
」 神 た に 社 云 藤 紹 は す り 書 1 巻 云 寺 く 夜 南 く 、
で 明 と 知 は う 四 介 あ 、 祖 物 年 物 う に 声 更 隣 か 大
あ 造 云 田 、 も 郎 し り そ 母 と ） は 巻 「 を け に ら 松
り 」 わ 四 久 の 伝 ま ま の 神 読 に 、 物 祖 耳 に 私 目 が
ま 、 れ 郎 安 で 説 す せ 他 社 み 当 文 が 母 に よ の 立 何
す 祭 て 左 三 あ 、 。 ん に の 取 時 政 残 大 し く 家 つ 本

。 神 い 衛 年 り 祖 こ の 歴 由 れ の 四 っ 明 ま 「 が 存 も
永 は ま 門 （ ま 母 の で 史 来 、 住 年 て 神 し ふ あ 在 そ
源 「 す 政 1 す 神 伝 、 を が そ 職 （ い 来 た く り で び
寺 伊 。 敏 1 。 社 記 こ 明 解 の が 西 ま 由 。 ろ 、 し え

月 猟 加 は 当 抑 で の 編 ま 定 土 記 大 の そ 神 現 は
十 を 藤 様 村 祖 、 古 纂 す 文 （ 載 明 縁 の 社 在 、
一 致 と 子 の 母 そ 窯 委 。 化 そ さ 神 起 た を 地 享
日 し 改 有 長 大 の 」 員 そ 財 ぼ れ 来 を め 祀 に 保
の け 名 り 、 明 文 に 会 の 」 が て 由 言 、 り 移 八
未 る し 、 知 神 面 掲 が こ な ふ い 伝 い 永 管 転 年
明 が て 久 田 来 を 載 発 と ど と る 記 伝 源 理 さ （

よ 、 、 安 四 由 紹 さ 行 は が こ 「 」 え 寺 し れ 1
り 同 平 二 郎 を 介 れ し 、 保 ろ 茶 や 残 に て 、 7
箭 三 生 年 左 尋 し て た 刈 存 ） 壺 そ し は い 境 2
弓 年 好 寅 衛 奉 ま い 「 谷 さ 刈 : の た 祖 ま 内 3
相 卯 き の 門 る す ま 刈 市 れ 谷 祖 伝 「 母 し に 年
携 の な 五 政 に 。 す 谷 市 て 市 母 記 祖 神 た 祖 ）

、 正 山 月 敏 、 の 市 誌 い 指 懐 に 母 社 。 母 に
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前 り 玉 し を し 嶽 告 婆 り 日 ち に 不 て 過 さ し 遇 川 告 き 帰 の こ 伏

の 、 ふ め た 姿 明 て 、 待 の 驚 語 思 撹 し ん 。 の 流 て 老 ん 得 と 猪

ご か と し ま を 神 玉 位 奉 後 き り 議 化 て 。 我 地 有 の 婆 と も 廻 も

と け 、 村 わ 汝 な ふ 高 れ 彼 、 し の す 爰 汝 此 に 、 玉 一 山 の れ あ

し ま 等 中 り に り 様 御 ば の 夫 か 思 ご に 早 地 し 東 ふ 人 麓 も ど ら

。 く し 繁 「 あ 。 は 姿 、 地 よ ば を と 来 く に て に 様 あ に な も ば

給 ご く 栄 永 た 直 、 に 果 に り 、 な く る 村 跡 難 山 は ら か く 、 射

り と 一 を く ふ 筆 「 て た 至 精 皆 し う べ 中 を 事 あ 「 わ か 、 終 と

し く 陣 守 跡 」 を 我 顕 し り 身 々 帰 せ し に 重 難 り 此 れ り 私 に め

一 失 の ら を と 似 れ れ て て 潔 不 宅 玉 」 帰 て 病 、 東 出 し 宅 其 ん

軸 せ 神 ん 此 て て は 出 己 、 済 思 し ふ と り 守 多 是 境 、 が を 日 と

を 玉 風 」 の 、 染 是 さ 前 未 し 議 て 。 、 三 護 か 陰 は 政 、 さ は 爰

お ふ 吹 と 地 一 画 祖 せ の 明 て と 村 政 言 日 し る 陽 西 敏 位 し 一 か

し 事 来 告 に 軸 せ 母 、 老 よ 三 打 老 敏 重 を 得 べ 不 に に 高 て 疋 し

め ん 改 り に に 禅 刺 神 事 を の し を り 哉 柚 術 奉 絶 し な 始 ど 村 が と と を 明 戴

奉 為 名 扨 。 祖 陶 師 髪 勅 夢 添 知 玉 得 と 、 て を け を 奉 し む も に 然 家 な な 神 王 き

り に し 、 母 器 の し を に て 識 有 と 告 百 祈 御 る し り 。 る 、 お ら 繁 り し 体 の 開

、 、 、 唐 明 の 祖 て 蒙 非 得 の り 思 て 日 り 伝 は て 。 夫 事 我 い ば 昌 、 、 と 尊 き

千 自 帰 に 神 妙 供 名 り ず さ 供 、 え の 満 奉 授 、 御 或 祖 数 が て そ す 其 祖 し 形 み

今 作 朝 て の 術 を を し 、 す を 汝 ば 玉 す け 御 伏 神 る 母 度 心 陶 の る 後 母 て な れ

、 の の は 神 を な 春 か う べ な も 、 う る れ 降 翼 前 夏 大 に に 工 末 事 、 大 、 り ば

当 宝 後 名 勅 得 し 慶 ば つ し し 姿 有 様 夜 ば べ は へ 、 明 及 任 を 孫 神 加 明 基 。 、
社 器 、 を 守 た 、 と 、 つ 」 な を る は の 、 し 吾 詣 百 神 べ せ 業 加 勅 藤 神 地 夫 忝

第 を 神 祖 護 る 入 改 天 に と ば 改 知 、 夢 不 と に で 日 を ど ず と 藤 の 四 と を よ な

一 神 恩 母 に 事 唐 め よ あ 、 、 め 識 「 に 思 、 陶 御 の 深 も 所 す 藤 如 郎 崇 直 り く

の 明 の 懐 依 、 し 、 り ら の 我 て の 汝 あ 議 丹 工 祈 火 く 其 々 。 四 し 左 め に 則 も

宝 へ 謝 土 而 偏 て 道 直 で 玉 猶 、 入 此 り な 誠 の 願 の 信 の に 然 郎 。 衛 奉 御 一 不

器 納 せ と な へ 終 元 に 、 ふ 力 そ 唐 術 あ る を 妙 申 物 仰 効 て れ 当 門 る 社 軸 動

て 探 友 り 陵 す 堀 り 岩 子 逸 い れ し 多 境 り 東 干 謝 と

い し 達 、 地 。 り 、 ケ ど 私 し ま 、 か の の 深 な 境 時 而 な

ま に と 中 に ま 出 泳 池 も が て す 古 し 窯 丘 い お 山 文 奉 り

す 行 ス 学 か た し ぎ の 達 小 し 。 窯 、 跡 陵 祖 、 永 政 写 と

。 っ コ 生 け 、 て な 南 の 学 ま ま 群 土 が 地 母 こ 源 四 祖 云

（ た ッ の て 東 い が 岸 遊 生 い た は 地 存 帯 神 の 寺 年 母 云

昭 遠 プ 夏 も 境 た ら 辺 泳 の ま 、 跡 改 在 に 社 よ 現 巳 大 。
和 い を 休 多 か 思 壊 り の 頃 し 遺 形 良 し は を う 住 正 明

十 思 持 み く ら い れ に 場 は た 物 も に て 、 氏 に 大 月 神

九 い っ に の 井 出 た 窯 所 、 。 も な よ い 古 神 陶 光 吉 来

年 出 て 井 古 ヶ が 土 の で 岩 殆 く り ま く と 器 祥 由

生 も 焼 ヶ 窯 谷 あ 器 跡 し ケ ど な 整 し か す と 敬 日 伝

記 残 き 谷 が の り 片 が た 池 が っ 地 た ら る 関 白 記

） っ 物 の あ 丘 ま を あ 。 が 散 て さ 。 幾 東 わ

全 会 大
班 今 が 地 マ
の 回 立 震 ス
打 は ち に コ
合 、 上 備 ミ
せ 避 り え で
で 難 ま て 言
取 ・ し 、 わ
り 誘 た 東 れ
上 導 。 境 て
げ ・ 自 い
た 街 主 ま
「 路 防 す
避 安 災 巨

所 検 の す 難
案 討 移 。 場
が さ 動 防 所
設 れ が 災 」

定 、 困 会 に
さ 左 難 で つ
れ 表 な は い
ま の 場 指 て
し 一 合 定 、
た 時 に 避 掲

。 避 つ 難 載
難 い 所 し
場 て へ ま

、
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茶壺「祖母懐土」

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
組 組 組 組 組 組 組 組 組 組 組 組
○

　メモリー富士松　駐車場 ○

　土地改良事務所　駐車場 ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○

○

　東境市民館 ○ ○

　富士松北小学校 ○ ○ ○

　北部市民センター ○ ○ ○ ○ ○

　富士松東小学校 ○ ○ ○ ○ ○

　富士松中学校 ○

避難可能施設

指定避難所

　竜ヶ根公園
　竜ヶ根池　南広場
　竜ヶ根池　東広場
　昭山児童遊園
　間野四郎池　東広場
　間野四郎池　南広場

一時避難場所
(案)

　高山集会場　防災広場
　やまね公園
　富士松北幼稚園　園庭
　トヨタ車体(株）　総合グランド

　ＯＳＫ（株）駐車場

　　　施　設　名
該当地域　(距離の近い所)

　祖母神社　駐車場

　刈谷市富士松図書館　駐車場
　ＪＡあいち刈谷北部支店駐車場

　愛東運輸（株）駐車場

歩
み
を
始
め
た
防
災
会



 
 

て を 係 と 時 後 発
も 早 の で な 、 達 人
大 期 な は る 徐 し 間
切 発 い な か 々 、 の
で 見 」 い 分 に 一 知
す し と の か 低 定 能

。 治 思 で り 下 の は
療 わ す ま し 水 、
す ず 。 せ て 準 成
る に 「 ん い ま 分 気 る 可 誰 す 脳 め 悪 り で 細 原 い で 常 れ に こ い を 長
こ 、 私 。 友 た や で 身 能 で 認 。 の に く 、 し 胞 因 ろ 認 す な な も れ き 維 と
と 認 に 他 達 は 家 す 近 性 も 知 病 起 な 働 ま が で い 知 。 老 い 避 は ま 持 と
が 知 は 人 が 親 族 。 な の な 症 気 こ る き っ 死 脳 ろ 症 化 「 け 、 す し も
と 症 関 ご 何 し 、 自 病 あ る は で る た が た ん の な は

 
」 正 ら 誰 。 た に

で も ろ し で を と 心 し た が す 暮 か 診 き ら な す の け は は
す 多 い 認 ょ は 守 が が か く 出 自 。 ら ら 断 る せ 治 認 。 す で 自 違 認

。 い ろ 知 う な る 、 け し な て 分 し 病 に 場 た 療 知 べ す 分 い 知
ア の あ 症 か い 秘 家 る 、 い き や 方 気 よ 合 り を 症 て が の ま 症
ル は る の 。 で 訣 庭 こ 家 」 た 家 を と っ も 、 す を を 、 体 す は
ツ 、 そ 原 族 気 場 族 考 向 て あ 予 れ 早 忘 認 験 。 、
ハ ア う 因 全 持 合 に え か 、 る 防 ば 期 れ 知 の 歳 正
イ ル で と 員 も 、 そ る い 症 そ や 、 に て 症 一 相 常
マ ツ す な で 分 「 の こ 合 状 う 治 そ 発 し は 部 応 な
ー ハ が る 早 か そ 初 と い が で す の 見 ま 自 を な も
病 イ 、 病 期 り れ 期 が 、 軽 す こ 進 し う 分 忘 も の
に マ も 気 発 ま を 的 で 今 い 。 と 行 適 こ の れ の 忘
は ー っ は 見 す 認 病 き 後 う 早 が を 切 と 体 る 忘 れ

、 病 と い に 。 め 状 ま の ち 期 で 遅 な で 験 だ れ と

適 な る 境 ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ く 起 と る す P い が 症 ①
応 精 症 、 ○ か 服 た い 計 か 時 同 な 理 重 ん な ー 考 な こ と こ ○ 。 S 人 激 状 経
が 神 状 人 B ら の り る 画 ら 間 じ る で な な り ド え り っ も と 中 D な し 」 過
困 的 。 間 P な 着 す こ を な や こ 。 き る こ 、 が る ま て に で 核 」 ど い と と
難 な う 関 S く 方 る と 立 く 日 と な と と い 遅 ス す い 進 直 症 の さ 人 、 と
に 症 つ 係 D な や 。 が て な 付 を く 処 が ろ く ピ 。 る 行 接 状 2 ま や ② も
な 状 状 な る 道 理 た る 、 何 現 し 起 種 ざ 末 発 に
り や 態 ど 本 。 具 解 り 。 場 度 実 て こ 脳 類 ま 期 症 進
ま 、 や が 人 の で 、 所 も が い る の が な ま と 行
す 日 妄 原 の 使 き 人 や 繰 理 き 症 細 あ 症 で と す

。 常 想 因 性 い な の 人 り 解 、 状 胞 る 状 目 も る
生 の で 格 方 く 言 物 返 で 周 。 が そ の 立 に 「

活 よ 起 、 が な っ が す き 囲 経 壊 う 「 た 症 中
の う こ 環 分 っ て 分 。 な で 過 れ で B な 状 核

制 分 「 事 と 出 う 状 薬 ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥
限 は 食 ・ 予 て 来 で の は ア う 集 持 所 い り そ 気 お に 自 な 元 に り を た 暴

魚 事 睡 防 も る す 進 な ル 。 め っ か ろ す こ を 金 な 分 る 気 な す ふ り 言
油

 
」 眠 へ 大 だ 。 行 い ツ て て ら い る に し を る の 。 が る る る 、 を

が は ・ の 切 け 認 を そ ハ し き 物 ろ 。 存 て と 。 家 な 。 よ っ 暴 吐
効 、 運 キ で 早 知 遅 う イ ま て を な 在 い ら を く う た 力 い
果 腹 動 ー す く 症 ら で マ し る れ 忘 な
的 八

 
」 ワ 。 治 を せ す ー な 等 た れ り

で 分 ー 療 早 る 。 病 い と 、 徘 、
カ 目 ド す 期 薬 し を 人 思 配 徊 う
ロ と は る 発 は か 根 が い 偶 す つ
リ し 、 こ 見 あ し 治 見 込 者 る 状
ー 、 「 と し る 、 す え む が よ 態
を 成 食 が 、 そ 症 る た 。 浮 う に

利 （ 刈 る 電 な 括 な ら た 動 ォ 「 逆 効 で 「

月 用 ☎ 谷 形 話 ど 支 相 れ 地 高 が ー 運 効 （ の 睡
～ 時 62 市 で ・ に 援 談 る 域 齢 効 キ 動 果 た 間 眠
金 間 ー 井 対 来 関 セ 窓 よ で 者 果 ン

 
」 だ だ に

 
」

曜 3 ヶ 応 所 す ン 口 う 安 の 的 グ は そ し 30 は
日 0 谷 し ・ る タ

 
」 に 心 皆

 
） 、 う 、 分 、

3 町 て 訪 相 ー が 支 し さ や 有 で 1 以 正
9 3 西 く 問 談 で 、 援 て ん 筋 酸 す 時 内 午
時

 
） 石 れ な を す こ す 生 が 力 素 。 間 の か

～ 根 ま ど 、 。 の る 活 住 ア 運
 
） 以 昼 ら

18 1 す あ 無 認 地 「 が み ッ 動 上 寝 2
時 の 。 ら 料 知 域 身 続 慣 プ （ は が 時

10 ゆ で 症 包 近 け れ 運 ウ 、 有 ま

認
知
症
の
症
状
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他人ごとではない!!
（認知症の早期発見）
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3 略 推 あ 第 位 ー ま 体 女 刈 話 全
年 推 進 富 コ い 3 、 ド し 優 子 富 谷 さ 運
連 進 「 士 ン ち 位 剣 ル た 勝 ・ 士 市 れ 転 も り た よ 2 が 「 国
続 大 あ 松 テ 緑 に 道 で 。 し 弓 松 中 ま を 受 緑 。 り 0 認 ト 中 土
で 会 い 北 ス の 入 個 上 ま 、 道 中 学 し 心 賞 十 2 標 1 め ラ 部 交
受 」 ち 幼 ト カ り 人 宮 た 剣 男 学 校 た 掛 さ 字 0 記 2 ら ッ 運 通
賞 で 地 稚 で ー ま で 田 、 道 子 校 新 。 け れ 銀 1 賞 年 れ ク 輸 省
さ 愛 球 園 最 テ し 丹 大 陸 男 ・ の 人 て て 賞 0 を 度 津 安 局
れ 知 温 が 優 ン た 村 季 上 子 弓 ソ 戦 い お ・ 年 受 中 曲 全 長
ま 県 暖 愛 秀 。 烈 さ 1 が 道 フ 大 き り 交 に 賞 部 龍 運 賞
し 知 化 知 賞 士 ん 1 準 女 ト 会 ま 「 通 も さ 交 治 転 」
た 事 防 県 受 さ が 0 優 子 テ 結 す 益 栄 警 れ 通 さ の 受
。 賞 止 環 賞 ん 第 ｍ 勝 が ニ 果 」 々 誉 察 ま 協 ん 功 賞

を 戦 境 が 2 ハ し 団 ス と 安 賞 よ し 会 が 積

は に 象 め 町 わ 10 様 は れ 弁 祖 一 民 さ ー 敬
84 設 に 本 る 地 内 れ 月 で 水 て 岩 財 母 日 踊 れ に 長 老 平
名 け し 年 た 域 フ て に あ と い ケ 天 神 を ・ 、 75 寿 会 成
が ら た 度 め 皆 ェ い 祭 り 財 る 池 祭 社 過 篠 余 才 を ・ 24
参 れ 「 か に 様 ス ま 礼 、 宝 弁 に 礼 ・ ご 笛 興 以 祝 追 年
加 ま ゴ ら 開 方 テ す が 毎 の 財 祀 秋 さ ・ の 上 し 弔 度
し し ル ゴ 催 の ィ 。 行 年 神 天 ら 葉 れ カ 三 の 、 会 地
、 た フ ル さ 交 バ 10 神 ま ラ 線 方 北 区
優 。 大 フ れ 流 11 ル 10 月 社 し オ ・ 々 部 9 行
勝 第 会 愛 て と 月 月 21 秋 た ケ マ 86 市 月 事
さ 1 」 好 い 親 18 30 ・ 祭 。 で ジ 名 民 9 報
れ 回 が 者 ま 睦 日 日 22 り 楽 ッ が セ 日 告
た 大 新 を す を 日 し ク 出 ン
の 会 た 対 。 深 い ・ 席 タ

は
坂
田
完
治
さ
ん
で
し
た

。

　 

多 と も り ら の を 「 よ
幸 と 今 り 1 、 皆 終 東 ！ 「

を も 年 で 年 こ 様 え 境 」 ど
心 に も ご で の の よ だ と う
か 、 、 ざ も プ ご う よ 陰 せ
ら 皆 ご い 永 レ 支 と り 口 、
お 様 愛 ま く ッ 援 し 」 を 3
祈 方 読 す 発 シ ご て を 叩 年
り の を 。 行 ャ 協 い 発 か で
致 ご お し ー 力 ま 行 れ 廃
し 健 願 続 を を す し る 刊
ま 康 い け 打 得 。 て 中 に
す と す る ち な 町 3 で な

。 ご る つ 破 が 民 年 、 る
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町のトピックス

!!

ショッピーやまね
℡ 36-5456

お知らせ

営業時間　- あさ９：３０～よる７：３０ -
定休日 -　日曜日

当店自慢の､手作り惣菜バイキング実施中。
０１２０-３６-７７３６

FAX ３６-１２００

℡ ３６-２３４５（代）

フリーダイヤル

（株）野々山商会
刈谷市東境町間野四郎１０４-３

愛知スズキ特約店

車検・点検・鈑金塗装

〒448-0007 刈谷市東境町奥町屋17-1

tel.0566-35-8787

Acceptance all  the year 

１日１組貸切ホール

家族葬の

メモリー富士松

検 索家族葬のメモリー富士松

東
境
自
治
会
広
報
委
員
会

編
集
後
記

野 鍬 神 花 深 石 鈴
々
山 本 谷 井 尾 原 木

秀 裕 正 芳 保 一

次 文 弘 明 明 之 始

盛大だった

餅投げ

今
年
の
総
合
優
勝
は

ピ
カ
チ
ュ
ウ
チ
ー
ム
で
し
た

運動会の部

参加者の皆様（三重白山ＣＣ）

楽しく完歩ウォーキング

盛り上がった

クイズ大会の優勝者

大縄跳び「イチ・ニィ！」 綱引き 「ソーレ！」

新設ゴルフの部

園児が水をやり、大事に育

てた緑のカーテン

7組＆12組


